
柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会（「地域の会」）柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会（「地域の会」）
①会員は、柏崎市、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および地域の
推薦を受けた25名の委員で構成。任期は2年。

②会の任務：（1）原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視
事業者等への提言
会での議論、活動等の住民への情報提供
委員の研修
その他会の目的を達成するために必要と認められる事項

（2）
（3）
（4）
（5）

③県、市、村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席
④会議の種類：定例会（毎月1回）

臨時会（必要に応じ開催）
※会は、原則すべて公開。

地域の会　概要
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 柏崎刈羽地域では、現に存在する原子力発電所と対峙して生活せざるを得ません。

それが事故無く稼動することは、個々の考え・主張の如何によらず、住民の最低かつ

共通の思いです。

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業者

や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況を

確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行う

ことを目的に、平成15年5月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。

▲第104回定例会 （柏崎市産業文化会館）

▲第103回定例会 
（柏崎原子力広報センター）

第103回定例会
新潟県等の防災対策の経過の説明と国の事故調査・
検証委員会の中間報告についてディスカッション………………  2
第104回定例会
情報共有会議としてオブザーバーと委員の所感表明 ……  3

発電所を巡る主な動き
地域の会に寄せられた声「みんなの広場」 …………………  6

国へ要望書を提出しました。…………………………………  4
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潟
県
等
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防
災
対
策
の
経
過
の
説
明
と
国
の
事
故
調
査
・
検
証
委
員
会
の
中
間
報
告
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

新
潟
県
等
の
防
災
対
策
の
経
過
の
説
明
と
国
の
事
故
調
査
・
検
証
委
員
会
の
中
間
報
告
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

開催日
オブザーバー
内　容 ● 前回定例会以降の動き　 ●県等の防災対策の経過の説明　

●国の事故調査・検証委員会中間報告についてディスカッション

新潟県、柏崎市、刈羽村、保安検査官事務所（保安院）、地域担当官事務所（エネ庁）、東京電力（株）
平成24年1月11日（水） 場　所 柏崎原子力広報センター（研修室） 出席者 19名（欠席6名）

第103回
定例会

概 要

2

前
回
定
例
会
以
降
の
動
き
、
新
潟
県
等

の
防
災
対
策
の
経
過
の
説
明
と
国
（
政

府
）
の
事
故
調
査
・
検
証
委
員
会
の
中
間

報
告
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
質

疑
応
答
を
行
っ
た
。

新
潟
県
　
現
行
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
は
半
径
10
㎞

圏
内
が
対
象
で
こ
れ
を
よ
り
広
範
囲
に
対

応
さ
せ
る
こ
と
や
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー

以
外
で
も
す
ぐ
見
れ
る
よ
う
国
に
要
望
し

て
い
る
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
は
、

そ
の
目
的
、
内
容
な
ど
を
立
地
地
域
に
き

ち
ん
と
説
明
し
て
ほ
し
い
と
国
に
要
求
し

た
。
県
は
こ
の
テ
ス
ト
を
再
稼
動
の
条
件

と
は
考
え
て
い
な
い
。

新
潟
県
　
ス
ピ
ー
デ
ィ
の
予
測
だ
け
で
な
く
、

季
節
、
朝
、
夕
な
ど
で
風
は
ど
う
吹
く
か

わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
心
積
も
り
で
防
災

に
備
え
て
も
ら
い
た
い
。

新
潟
県
　
即
時
避
難
区
域
を
５
㎞
圏
と
し
た

の
は
放
射
能
を
放
出
す
る
前
に
避
難
さ
せ

る
こ
と
が
前
提
で
、
そ
の
外
側
の
30
㎞
圏

は
状
況
に
よ
っ
て
避
難
す
る
地
域
。

新
潟
県
　
行
政
と
し
て
住
民
の
生
命
、
健
康

に
つ
い
て
対
応
す
る
責
任
が
あ
る
。
原
発

が
止
ま
っ
て
い
て
も
問
題
は
現
実
に
あ
る
。

今
取
り
得
る
こ
と
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
今

後
考
え
て
い
き
た
い
。

新
潟
県
　
検
証
を
ま
と
め
た
も
の
は
承
知
し

て
い
な
い
。

新
潟
県
　
ま
ず
は
原
子
力
発
電
所
に
深
刻
な

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
こ
と
を
基
本
前
提
と

し
、
複
合
的
災
害
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

す
る
と
い
う
位
置
付
け
。
原
発
立
地
地
域

以
外
の
人
た
ち
に
対
し
て
も
原
子
力
災
害

と
は
何
か
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

●
５
㎞
圏
内
の
避
難
は
柏
崎
市
と
刈
羽
村
の

み
が
該
当
す
る
の
で
、
実
効
性
の
あ
る
避

難
の
方
法
を
市
、
村
は
県
の
防
災
会
議
で

訴
え
て
ほ
し
い
。

●
防
災
を
議
論
す
る
時
に
は
、
推
進
、
反
対

な
ど
立
場
は
違
っ
て
も
共
通
の
認
識
が
最

低
限
必
要
。

●
福
島
の
事
故
は
大
変
不
幸
な
原
子
力
災
害

だ
っ
た
が
、
放
射
線
で
亡
く
な
っ
た
人
は

い
な
い
。
こ
う
し
た
現
実
を
踏
ま
え
て
防

災
計
画
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
の
計
画
が
で
き
な
け
れ
ば
再
稼
働
で
き

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。

●
国
は
、
原
発
の
運
転
期
間
の
延
長
を
検
討

し
て
い
る
が
、
コ
ス
ト
や
危
険
性
が
増
す

だ
け
で
、
安
全
面
の
基
準
な
ど
を
示
し
て

い
な
い
。
こ
れ
で
は
国
民
の
理
解
は
得
ら

れ
な
い
。

●
過
酷
事
故
は
起
ら
な
い
こ
と
が
前
提
だ
っ

た
。
原
子
力
防
災
に
対
す
る
膨
大
な
予
算

を
覚
悟
し
て
今
後
も
運
転
を
続
け
る
の
か
、

そ
れ
と
も
止
め
る
と
住
民
が
判
断
す
る
の

か
。
県
、
市
、
村
は
生
命
と
安
全
第
一
を

真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
。

●
防
災
対
策
と
は
、
国
、
県
、
市
、
村
、
住

民
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
発
を

止
め
る
議
論
も
あ
る
が
止
め
て
も
事
故
の

リ
ス
ク
は
減
ら
な
い
。
原
発
が
存
在
す
る

限
り
防
災
対
策
は
考
え
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

●
有
事
の
際
、
国
や
東
京
電
力
が
情
報
を
き

ち
ん
と
ス
ム
ー
ズ
に
出
せ
る
の
か
。
新
し

く
設
置
さ
れ
る
国
の
規
制
機
関
は
万
全
の

体
制
で
規
制
対
応
す
る
の
か
。

●
避
難
の
際
、
携
帯
電
話
な
ど
の
情
報
伝
達

を
基
に
バ
ラ
バ
ラ
に
行
動
す
る
と
地
域
毎

の
避
難
行
動
に
影
響
が
出
る
。
地
域
の
情

報
伝
達
も
崩
壊
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

東
京
電
力
　
保
温
材
な
ど
で
凍
結
防
止
に
努

め
て
い
る
。
瓦
礫
は
重
機
で
撤
去
し
、
専

用
の
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
、
放
射
線
量
に
よ

り
敷
地
内
に
場
所
を
分
け
て
貯
蔵
し
て
い

る
。

新
潟
県
　
政
府
の
事
故
調
査
・
検
証
委
員
会

は
責
任
を
問
う
も
の
で
は
な
く
、
実
態
を

確
認
し
て
事
故
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
目
的
。
対
し
て
国
会
の
事
故

調
査
委
員
会
は
責
任
の
所
在
を
国
政
調
査

権
で
調
査
す
る
も
の
と
聞
い
て
い
る
。

●
中
間
報
告
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
が
活
用
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
強
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
含
め
改
め
て
よ
く
検

討
し
て
ほ
し
い
。

●
中
間
報
告
で
は
予
測
に
時
間
が
か
か
り
、

対
策
が
遅
れ
た
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
今

後
は
迅
速
に
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
、
発
電
所
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
レ

ベ
ル
も
上
げ
て
ほ
し
い
。
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
た
時
の
国
の
対
応
や
組
織
レ
ベ
ル
を
上

げ
る
こ
と
を
望
む
。

●
国
が
的
確
な
状
況
判
断
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
示
さ
れ
た
。
国
や
東
京
電
力
は
解

決
の
た
め
の
対
策
を
示
さ
な
け
れ
ば
中
間

報
告
は
意
味
が
な
い
。

●
初
動
対
応
の
ま
ず
さ
、
国
や
保
安
院
の
責

任
が
見
え
な
い
。

東
京
電
力
　
保
管
場
所
、
最
終
処
分
の
場
所

は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
政
府
と
協

力
し
な
が
ら
決
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

東
京
電
力
　
４
号
機
の
燃
料
は
福
島
第
一
発

電
所
内
の
共
用
プ
ー
ル
に
保
管
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。
そ
の
後
の
置
き
場
に
つ

い
て
は
今
後
検
討
し
た
い
。

東
京
電
力
　
今
回
の
よ
う
な
事
例
は
過
去
に

３
度
あ
っ
た
。
ま
た
、
格
納
容
器
は
ま
だ

十
分
に
余
裕
が
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
が
、

福
島
の
進
捗
に
つ
い
て
は
今
後
も
ニ
ュ
ー

ス
ア
ト
ム
な
ど
で
紹
介
す
る
。

保
安
院
　
通
信
途
絶
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
に
プ

ラ
ン
ト
の
デ
ー
タ
が
来
な
い
た
め
使
え
な

か
っ
た
。

東
京
電
力
　
料
金
の
算
定
根
拠
の
電
源
構
成

が
事
故
前
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
事
故
後
、

安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
、
原
子
力

発
電
の
停
止
分
を
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然

ガ
ス
）
を
中
心
と
し
た
火
力
設
備
で
発
電

し
て
い
る
が
、
値
上
げ
を
さ
せ
て
い
た
だ

か
な
い
と
、
電
気
を
起
こ
す
た
め
の
燃
料

の
調
達
費
用
な
ど
が
賄
え
な
い
た
め
。

【
防
災
に
つ
い
て
質
疑
応
答
】

【
事
故
調
査･

検
証
委
員
会
の
中
間

報
告
に
つ
い
て
質
疑
応
答
】

（
中
間
報
告
に
つ
い
て
の
意
見
等
）

（
防
災
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
等
）

新
潟
県
の
防
災
対
策
の
経
過
説
明
の

中
で
、Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ（
緊
急
時
迅
速

放
射
能
影
響
予
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
）（
以
下「
ス
ピ
ー
デ
ィ
」）の

機
能
拡
大
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
狙

い
か
。ま
た
、ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
に
関

す
る
県
の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

Q

避
難
区
域
の
設
定
は
被
ば
く
を
防
ぐ

こ
と
が
大
前
提
。福
島
事
故
で
実
際

に
指
示
が
出
た
エ
リ
ア
や
汚
染
の
高

い
地
域
を
踏
ま
え
れ
ば
、
即
時
避
難

の
範
囲
は
５
㎞
圏
内
で
は
な
く
20
㎞

圏
内
に
す
べ
き
だ
。こ
の
５
㎞
を
設

定
し
た
国
の
原
子
力
安
全
委
員
会
の

作
業
グ
ル
ー
プ
で
は
、
立
地
自
治
体

や
住
民
の
意
見
、
福
島
事
故
で
避
難

し
た
人
の
意
見
な
ど
に
は
触
れ
て
い

な
い
。

Q
原
発
稼
動
の
前
提
は
絶
対
の
安
全
で
、

念
の
た
め
に
防
災
計
画
を
作
る
こ
と

だ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
負
担
を
強

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
原
発
を
廃
止
し

て
ほ
し
い
。原
発
と
地
元
民
は
対
等

な
関
係
で
あ
る
。根
本
的
に
原
子
力

防
災
計
画
を
変
え
る
な
ら
、
も
う
一

度
一
か
ら
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。県
は
、東
京
電
力
や
国
に
対
し
て

き
ち
っ
と
言
っ
て
も
ら
い
た
い
。

Q

柏
崎
刈
羽
原
発
２
号
機
主
排
気
筒
で

微
量
の
ア
ル
フ
ァ
核
種
が
検
出
さ
れ

た
の
は
、
建
屋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
の

天
然
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
と

の
こ
と
だ
が
過
去
に
も
こ
の
よ
う
な

例
は
あ
っ
た
の
か
。ま
た
福
島
事
故

の
格
納
容
器
を
破
っ
て
下
に
落
ち
た

燃
料
の
冷
や
し
方
な
ど
に
つ
い
て
今

後
も
説
明
が
あ
る
か
。

Q

原
子
力
防
災
計
画
に
は
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
を

反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
実
態
に
即
し
た

も
の
に
は
な
ら
な
い
。

Q

福
島
県
や
避
難
し
た
各
市
町
村
が
実

際
に
行
な
っ
た
初
動
対
応
、
緊
急
避

難
を
検
証
し
た
も
の
が
あ
る
の
か
。

Q

福
島
原
発
の
循
環
注
水
冷
却
シ
ス
テ

ム
の
冬
場
の
対
策
と
瓦
礫
の
撤
去
、

保
管
場
所
は
ど
う
な
る
の
か
。

Q
福
島
原
発
の
燃
料
デ
ブ
リ
（
崩
壊
し

た
燃
料
）
取
り
出
し
後
の
行
き
先
は

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

Q

３
月
11
日
に
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ（
緊
急
時
対

策
支
援
シ
ス
テ
ム
）
は
通
常
ど
お
り

動
い
て
い
た
の
か
。

Q

国
会
の
事
故
調
査
委
員
会
は
ど
の
よ

う
な
位
置
づ
け
と
権
限
が
あ
る
の
か
。

Q

青
森
県
は
福
島
第
一
４
号
機
の
燃
料

の
持
ち
込
み
に
了
解
し
て
い
る
か
。

Q
電
気
料
金
値
上
げ
の
理
由
は
何
か
。

Q

新
潟
県
の
素
案
の
中
に
複
合
災
害
と

い
う
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。

避
難
者
の
受
け
入
れ
態
勢
や
避
難
の

方
法
が
整
わ
な
い
限
り
再
稼
動
は
で

き
な
い
。

Q

【
そ
の
他
の
質
疑
応
答
】



第104回
定例会

概 要
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オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
原
子
力
安

全
・
保
安
院
黒
木
審
議
官
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
杉
本
原
子
力
発
電
立
地
対
策
・
広

報
室
長
、
新
潟
県
飯
沼
防
災
局
長
、
会
田

柏
崎
市
長
、
品
田
刈
羽
村
長
、
横
村
柏
崎

刈
羽
原
子
力
発
電
所
長
の
出
席
の
も
と

「
情
報
共
有
会
議
」
と
位
置
づ
け
て
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
所
感
表
明
と
委
員
所
感
表
明

な
ど
を
行
っ
た
。

保
安
院
・
黒
木
審
議
官
　
事
故
を
防
ぎ
、
国

民
の
安
全
と
環
境
を
守
る
使
命
が
果
た
せ

な
か
っ
た
こ
と
は
痛
恨
の
極
み
。
規
制
庁

と
し
て
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た

の
か
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か

徹
底
的
に
分
析
、
反
省
し
対
応
し
て
い
く
。

着
実
に
安
全
確
保
の
た
め
の
課
題
に
取
り

組
み
、
失
わ
れ
た
信
頼
を
構
築
し
新
し
い

規
制
部
局
に
間
が
空
く
こ
と
な
く
仕
事
を

引
き
渡
す
。

エ
ネ
庁
・
杉
本
室
長
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
は
３
・
11
以
降
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直

し
、
原
発
へ
の
依
存
度
を
出
来
る
限
り
低

減
し
て
い
く
方
針
。
夏
ご
ろ
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
、
原
子
力
政
策
大
綱
を
策
定
。

既
存
の
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
緊
急

安
全
対
策
等
徹
底
し
た
安
全
対
策
や
ス
ト

レ
ス
テ
ス
ト
を
行
い
、
安
全
性
が
確
認
で

き
れ
ば
地
元
の
理
解
や
国
民
の
信
頼
が
得

ら
れ
て
い
る
か
も
含
め
、
政
治
レ
ベ
ル
で

総
合
的
に
判
断
し
、
活
用
す
る
方
針
が
示

さ
れ
て
い
る
。

新
潟
県
・
飯
沼
防
災
局
長
　
原
子
力
発
電
所

は
何
よ
り
も
安
全
対
策
が
重
要
。
東
日
本

大
震
災
で
得
ら
れ
た
知
見
、
緊
急
安
全
対

策
や
事
故
調
査
・
検
証
委
員
会
の
中
間
報

告
書
な
ど
も
県
の
技
術
委
員
会
で
議
論
を

行
な
う
。
県
は
国
の
防
災
指
針
改
定
を
待

た
ず
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
防
災
計
画
を
見

直
す
。
ま
た
、
空
間
放
射
線
量
測
定
、
食

品
・
食
材
の
検
査
を
継
続
し
、
給
食
等
の

検
証
な
ど
新
た
な
取
組
み
も
始
め
て
い
る
。

柏
崎
市
・
会
田
市
長
　
福
島
原
発
事
故
は
収

束
に
至
っ
て
い
な
い
。
安
全
対
策
と
安
全

規
制
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
。
今
回

原
子
力
発
電
所
が
絶
対
に
安
全
で
あ
る
と

は
言
い
切
れ
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。

立
地
自
治
体
と
し
て
、
い
か
に
持
続
可
能

な
街
と
し
て
今
後
も
発
展
さ
せ
て
い
く
か
、

発
電
所
の
安
全
性
を
徹
底
的
に
高
め
な
が

ら
地
域
の
産
業
や
雇
用
を
守
り
維
持
す
る

こ
と
が
必
要
。
中
長
期
的
に
は
原
子
力
発

電
所
に
大
き
く
依
存
し
な
い
地
域
の
産
業

構
造
に
転
換
を
図
っ
て
い
く
。
次
世
代
の

方
向
性
を
定
め
る
岐
路
に
立
っ
て
い
る
認

識
で
取
り
組
む
。　

刈
羽
村
・
品
田
村
長
　
福
島
事
故
を
受
け
柏

崎
刈
羽
発
電
所
も
安
全
対
策
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
幾
ら
で
も
か
け
な
け
れ
ば
安
全

が
保
て
な
い
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
経
済

合
理
と
い
う
考
え
方
を
無
視
し
て
議
論
を

進
め
て
は
不
幸
に
な
る
。
脱
原
子
力
と
言

わ
れ
て
い
る
が
原
子
力
の
リ
ス
ク
と
ど
う

付
き
合
っ
て
い
く
の
か
日
本
と
我
々
国
民

に
突
き
つ
け
ら
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

東
京
電
力
・
相
澤
副
社
長
　
福
島
原
発
事
故

で
福
島
県
、
新
潟
県
の
皆
様
、
広
く
社
会

の
皆
様
に
多
大
な
ご
迷
惑
、
ご
心
配
を
お

か
け
し
誠
に
申
し
訳
な
く
、
心
よ
り
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。
全
社
一
丸
と
な
っ
て
、

福
島
原
発
の
安
定
化
、
賠
償
、
除
染
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
電
力
の
安
定
供

給
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
柏
崎
刈
羽

原
発
で
は
決
し
て
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
所
存
で
す
。

●
国
は
大
津
波
の
可
能
性
を
無
視
、
全
電
源

喪
失
を
想
定
外
、
過
酷
事
故
は
起
き
な
い

と
し
て
い
た
。
柏
崎
刈
羽
原
発
は
２
度
の

地
震
で
損
傷
し
歪
ん
で
し
ま
っ
た
。
軟
弱

な
地
盤
や
活
断
層
の
過
小
評
価
な
ど
問
題

点
が
多
い
。

●
原
発
事
故
は
他
の
事
故
と
は
全
く
違
う
危

険
性
を
持
っ
て
い
る
。
福
島
事
故
の
原
因

が
明
ら
か
で
な
い
。
再
稼
動
は
で
き
な
い

し
、
廃
炉
に
す
る
し
か
な
い
。
東
京
電
力

と
国
は
原
発
か
ら
の
撤
退
と
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
本
格
的
導
入
を
進
め
て
ほ
し
い
。

●
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
へ

の
努
力
を
評
価
し
た
い
。
一
方
風
力
発
電
、

太
陽
光
発
電
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
な
ど

の
今
後
の
開
発
に
も
期
待
し
た
い
。

●
防
災
計
画
は
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
避
難
の
時
間
や
手
段

は
新
潟
県
内
で
全
て
が
同
じ
条
件
で
は
な

い
の
で
避
難
指
示
は
市
町
村
が
出
す
べ
き
。

●
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
は
疑
問
。
柏
崎
刈
羽
原

発
の
基
準
地
震
動
は
、
Ｆ
‐
Ｂ
断
層
の
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.0
で
算
定
し
た
値
で
は
不

十
分
だ
。
佐
渡
海
盆
東
縁
断
層
の
7.5
で
評

価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
国
難
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
故
に
も
か
か

わ
ら
ず
早
々
に
収
束
宣
言
さ
れ
た
。
事
故

検
証
も
終
わ
ら
ず
、
収
束
宣
言
は
撤
回
す

べ
き
。
福
島
県
内
の
自
治
体
で
は
廃
炉
を

願
っ
て
い
る
。
情
報
開
示
と
説
明
責
任
を

求
め
る
。

●
国
の
防
災
対
策
が
非
常
に
遅
い
。
10
ヶ
月

経
っ
て
よ
う
や
く
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

防
災
は
い
か
に
早
く
住
民
に
伝
え
避
難
さ

せ
る
か
に
尽
き
る
。
ま
た
即
応
で
き
る
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
望
む
。

●
二
度
と
事
故
が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
教
訓
を
あ

ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
生
か
し
て
ほ
し
い
。
丁

寧
で
判
り
易
い
説
明
で
不
安
を
解
消
し
て

ほ
し
い
。
首
長
は
、
描
い
て
い
る
検
証
の

タ
イ
ミ
ン
グ
が
い
つ
な
の
か
、
何
が
ど
う

な
っ
た
ら
安
全
な
の
か
示
し
て
ほ
し
い
。

●
県
が
国
の
指
針
を
待
た
ず
に
で
き
る
こ
と

か
ら
防
災
対
策
を
進
め
る
姿
勢
に
期
待
す

る
。
国
民
は
瓦
礫
の
処
分
な
ど
被
災
地
の

立
場
に
な
ぜ
な
れ
な
い
の
か
。

●
情
報
社
会
環
境
の
中
で
、
地
域
の
会
の
役

割
は
非
常
に
重
い
。
反
対
派
、
推
進
派
、

事
業
者
、
国
、
県
に
は
大
き
な
溝
が
あ
る

が
溝
は
埋
ま
ら
な
く
と
も
橋
を
か
け
る
こ

と
が
こ
の
会
の
役
割
。
信
頼
関
係
を
向
上

さ
せ
る
目
的
意
識
を
持
ち
、
非
難
や
批
判

に
終
わ
ら
な
い
建
設
的
な
議
論
が
必
要
。

●
原
子
力
発
電
所
が
無
く
な
れ
ば
電
気
料
金

は
高
く
な
り
そ
の
影
響
で
賃
金
や
雇
用
が

減
る
。
福
島
事
故
後
、
脱
原
発
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
言
う
が
、
原
子
力
を
推
進
し
て

き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
街
が
国
に
見
捨
て
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
首
長
は
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
し
て
ほ
し
い
。
原
発
が
あ
っ
て
も
な

く
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
住
民
が
も
っ

と
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

●
国
の
福
島
事
故
に
対
す
る
緊
急
対
応
と
事

故
処
理
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。
も
し
明
日

福
島
と
同
じ
よ
う
な
事
故
が
起
き
た
ら
、

こ
れ
ら
の
課
題
は
解
決
さ
れ
て
い
る
の
か
。

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
産
業
の
低
迷

や
雇
用
対
策
が
不
安
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

と
環
境
問
題
を
踏
ま
え
た
政
策
の
方
向
性

を
早
急
に
決
定
し
、
電
力
事
業
者
は
徹
底

的
な
コ
ス
ト
削
減
を
図
り
最
低
限
の
値
上

げ
に
し
て
ほ
し
い
。

●
福
島
事
故
で
、
国
は
情
報
を
隠
す
、
国
民

を
守
ら
な
い
、
被
ば
く
さ
せ
る
が
わ
か
っ

た
。
事
故
を
発
生
さ
せ
た
東
電
に
料
金
値

上
げ
の
権
利
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
は
、
原

発
は
安
全
、
念
の
た
め
に
防
災
計
画
を
つ

く
る
と
さ
れ
て
き
た
。
行
政
が
一
方
的
に

即
時
避
難
等
の
計
画
を
強
い
る
権
利
は
な

い
。
住
民
に
は
避
難
を
拒
否
し
原
発
を
追

い
出
す
権
利
が
あ
る
。

●
今
の
状
況
で
は
事
故
は
収
束
し
た
と
は
感

じ
ら
れ
な
い
。
国
や
事
業
者
を
信
用
し
信

頼
し
て
き
た
の
に
そ
れ
が
失
わ
れ
た
。
再

稼
動
が
必
要
で
も
そ
れ
は
困
難
だ
。
除
染

が
不
十
分
で
あ
る
な
ら
無
理
だ
と
説
明
す

る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

●
原
発
を
誘
致
し
た
当
時
、
そ
の
危
険
性
を

ほ
と
ん
ど
の
人
は
知
ら
な
か
っ
た
。
当
時

の
ニ
ー
ズ
と
正
義
が
柏
崎
刈
羽
に
原
発
を

造
っ
た
。
正
義
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
る
。

今
は
子
や
孫
の
代
ま
で
安
全
、
安
心
を
担

保
す
る
こ
と
だ
。

●
福
島
の
事
故
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

政
府
の
対
応
は
全
く
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

女
川
原
発
が
住
民
の
一
時
避
難
場
所
に

な
っ
た
よ
う
に
原
発
全
部
が
悪
い
わ
け
で

は
な
い
。
自
治
体
が
地
震
・
津
波
の
対
策

を
講
じ
て
い
な
い
の
に
原
発
に
だ
け
対
策

を
求
め
る
の
は
理
解
で
き
な
い
。

●
地
域
の
自
主
防
災
は
地
震
、
水
害
、
津
波

も
対
象
と
し
て
い
る
が
、
原
発
事
故
も
含

ま
れ
る
だ
ろ
う
。
人
は
い
ざ
と
な
る
と
行

動
が
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
訓
練
は
必

要
。
防
災
計
画
は
子
ど
も
や
年
配
者
に
も

理
解
で
き
る
も
の
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

●
基
幹
電
源
は
今
後
新
た
な
も
の
を
導
入
し
、

安
全
を
担
保
し
な
が
ら
原
子
力
発
電
も
継

続
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
原
子
炉
を
止
め
て

も
危
険
性
は
変
わ
ら
ず
解
決
不
可
能
。
首

長
に
は
特
段
の
配
慮
を
し
て
安
全
性
が
確

認
さ
れ
た
ら
速
や
か
な
運
転
再
開
を
望
む
。

●
国
の
対
応
は
お
粗
末
。
節
電
と
い
わ
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
都
会
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
に
違
和
感
を
覚
え
る
。
規
制
当

局
の
改
変
は
住
民
の
こ
と
を
考
え
て
進
め

て
ほ
し
い
。

●
新
た
な
規
制
組
織
が
正
し
く
機
能
す
る
の

か
国
民
的
な
検
証
が
必
要
。
政
治
的
な
関

与
を
許
さ
な
い
、
原
子
力
村
か
ら
独
立
し
、

電
力
会
社
の
圧
力
に
屈
し
な
い
組
織
が
必

要
。
規
制
庁
と
推
進
組
織
間
の
人
事
交
流

は
さ
せ
な
い
こ
と
。
情
報
は
公
開
し
報
道

規
制
を
し
な
い
こ
と
な
ど
の
改
善
を
望
む
。

●
情
報
を
出
さ
な
い
行
為
は
、
情
報
が
国
民

の
た
め
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
も
の
。

正
し
い
議
論
の
た
め
に
正
し
い
情
報
を
出

し
て
ほ
し
い
。
そ
の
情
報
を
正
し
く
受
け

取
る
訓
練
や
知
識
を
得
な
が
ら
前
向
き
の

議
論
を
行
い
た
い
。

情
報
共
有
会
議
と
し
て
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
委
員
の
所
感
表
明

情
報
共
有
会
議
と
し
て
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
委
員
の
所
感
表
明

開催日
オブザーバー

内　容 ● 前回定例会以降の動き　 ●オブザーバー所感表明　 ●委員所感表明

新潟県、柏崎市、刈羽村、原子力安全・保安院、保安検査官事務所、資源エネルギー庁、
地域担当官事務所、東京電力（株）

平成24年2月1日（水） 場　所 柏崎市産業文化会館（大ホール） 出席者 21名（欠席4名）

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
所
感
表
明
】

【
委
員
所
感
表
明
】
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国へ要望書を提出しました。国へ要望書を提出しました。
福島第一原子力発電所の事故により、国では原子力
発電所の安全・防災対策を進めていますが、その事故
検証とともに、教訓を踏まえた対応などを国へ要望し
ました。
提出した要望書と国の回答及び見解を掲載しました。

平成24年1月25日（前　文）

地域の会要望書の提出にあたって

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会
会　長　　　新　野　良　子

東京電力福島第一原子力発電所において事態の沈静化に対処されて
いる方々に、心より感謝と敬意を表します。
「柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会」（略称「地域の
会」）は、柏崎刈羽原子力発電所立地地域で多様な考えを持つ住民の参画
により、発電所の安全性・透明性確保に関する事業者の取り組み並びに
国及び関係自治体の活動状況等を継続して確認・監視し、提言等を行う
ことを目的に平成１５年５月に発足し活動を続けております。
東京電力福島第一原子力発電所で発生した過酷事故に伴う、福島県を

中心とした様々な現状は、柏崎刈羽地域の住民としては、新潟県中越沖
地震の経験もあり、他人事ではない厳しいことだと受け止めています。
これまでの経験から、建設的な議論や合意形成に進むには基本情報の

共有が不可欠であると考えます。
長年続く不毛な関係を進展させるには、原子力に関わる関係者が互い

に歩み寄り、それぞれの立場を理解しながら冷静で客観的な視点を持ち
議論することが求められると思います。その関係者として、当然、国民や
立地地域住民の存在がなければなりませんが、残念ながらそう感じるこ
とができません。
そして国民や立地地域住民は原子力の技術や科学のハード面と同様

に情報伝達や規制のあり方、ルール等のソフト面も重要視しています。
原子力に関する様々な考えはあろうとも前提である安全・安心を願う
気持ちは一様であると感じます。
そこで国による原子力発電所の安全・防災対策の施策に係る企画検

討及びその実施について、添付のとおり要望いたしますので、お取り計
らい方よろしくお願いいたします。

平成24年1月25日（要望書）

原子力発電所の安全・防災対策について（要望）

記

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会
会　長　　　新　野　良　子

経済産業大臣　様
内閣府特命担当大臣（原子力行政）　様
原子力安全・保安院院長　様
原子力安全委員会委員長　様
原子力委員会委員長　様
資源エネルギー庁長官　様

東京電力福島第一原子力発電所の事故の収束と再発防止のご尽力に
敬意を表するところです。
「柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会」は、柏崎刈
羽原子力発電所立地地域で多様な意見を持つ住民の参画により、発電
所の安全性・透明性確保に関わる、事業者東京電力の取り組み並びに
国及び関係自治体の活動状況等を継続して確認・監視するとともに提
言等を行う目的で、平成１５年５月に発足し活動を続けています。
当会では、３．１１以来、毎月開催している定例会で、福島第一原
子力発電所の事故により、福島県内に限らず広い地域で深刻化してい
る未曾有かつ悲惨な現実を踏まえ国や東京電力の対応について意見交
換しています。その結果、貴職に対し事故検証とともに、教訓を踏ま
えた今後の対応に下記事項を反映されるよう要望します。
ついては、下記の要望について、回答をお願いします。

１　原子力発電所の安全対策等の施策は、企画検討及びその実施に当
たっては、発電所立地地域住民の多様な意見や要望を受け止め、共
に考え反映させて下さい。

２　理解と合意のためには、関係者相互が、経過を含め情報共有する
ことが不可欠と考えます。原子力に関する国の情報は、事実を速や
かに公表し経過を共有して下さい。事業者に対してもその旨を徹底
して下さい。

３　原子力発電所の安全対策等の内容は、国民に分かりやすい言葉を
用いて説明し理解を求めるよう努力して下さい。

４　新年度に発足する新しい規制組織は、十分に機能を発揮する体制
として下さい。

要
望
書
提
出 …
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平成24年2月7日

原子力発電所の安全・防災対策について（回答）

内閣府原子力安全委員会事務局

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会 御中

平素より原子力安全行政にご理解・ご協力いただきありがとうございます。平成 24 
年 1 月 25 日付で要望いただきました件につきまして、下記にて回答申し上げます。

原子力発電所の安全・防災対策に関する要望について

原子力委員会
委員長 近藤 駿介

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会
会長 新野 良子様

柏崎市及び刈羽村の住民の皆様におかれましては、日頃より、国の原子力行政にご理解、
ご協力を頂いておりますこと、心より御礼申し上げます。
昨年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震とそれに伴う津波により、東京電力福島
第一原子力発電所は全電源喪失状態に陥りました。これに対する備えが十分でなかったため、
立地自治体だけでなく広い範囲に環境汚染が発生したことにより多くの人々が避難を余儀な
くされ、線量が高い地域において今もなお多くの人々が避難先から帰宅できず、コミュニティ
が分断され、不安かつ不便な生活を強いられています。また、各地の産業活動に出荷制限等
が課せられているとともに、生活空間の放射線レベルの上昇が、特にお子さんを安心して生
活させたいと願う多くの家庭に負担を強いています。
原子力基本法に則り、国民の生活水準の向上に資する原子力利用に関する政策を企画、審
議、決定する責務を有する原子力委員会は、このことを誠に申し訳なく感じており心からお
詫びを申し上げる次第です。そして、事故発生以来、原子力委員会はこうした人々や地域に
対する国の取組やサイトにおける廃止措置に向けての取組、そして、この被害の発生を踏ま
えた原子力安全規制のあり方などについての考えを、見解として示してまいりました。
このたび、貴会より頂戴いたしました平成 24 年 1 月 25 日付文書「原子力発電所の安全・
防災対策について（要望）」は、委員間で共有し、関連する施策の企画、審議、決定におい
て参酌させていただきます。なお、この機会に、このことに関する私どもの考えをひとこと
述べさせていただきます。貴会にご参加の皆様、また、立地地域住民の皆様のご理解を賜れ
ば幸甚です。

平成24年2月15日（原子力安全委員会回答）

（原子力安全・保安院回答）

（原子力委員会見解）

（資源エネルギー庁回答）

記

記

平成24年3月7日

原子力発電所の安全・防災対策について（回答）

原子力安全・保安院

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会 御中

平素より原子力安全行政にご理解・ご協力いただきありがとうございます。
東京電力福島第一原子力発電所の事故について、これを防ぐことが出来ず、地域の
住民、国民の皆様に多大なご心配と苦痛を与える結果になってしまったことについて、
原子力規制当局として心からお詫びを申し上げます。
平成 24 年 1 月 25 日付で要請をいただいた諸点につきまして、下記のとおり回答い
たします。

原子力安全・保安院（以下「保安院」という。）は、福島第一原子力発電所の事故（以下「事
故」という。）について、収束に全力を挙げるとともに、事故から最大限の教訓を得る
ための技術的な検討等を進めて参りました。東日本大震災の知見も踏まえ、地震や津
波についての再評価作業を進めています。こうした一連の対応においては、公開の場
において多様な専門家の意見を聴くとともに、保安院のホームページなどで検討状況
についても公開しております。
また、東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故において緊急時の電源が確保
できなかったことや、使用済燃料プールへの冷却水を機動的に供給することができな
かったことなどを踏まえ、昨年３月末、同様な事態の発生を防止する緊急安全対策を
事業者に指示するとともに、その実施状況について検査等により厳格に確認しました。
現在、こうした対策の効果も含め、原子力発電所が地震、津波などに対してどの程度
の安全上の余裕を持つかについて、ストレステストを実施しております。保安院の評
価手法については、IAEA のレビューを受けるとともに、一般の方からのご質問や意見
を常時受け付け、その回答も公開する等審査プロセスの公正性や透明性の確保を図っ
ています。
こうした当院の取組みについては、立地地域の皆様にも機会をいただき説明するこ
ととしております。今後も立地地域をはじめとする国民に信頼されるよう、公正、透
明な原子力安全行政に努めてまいります。
当院は昨年１１月、「原子力安全広聴・広報アドバイザリー・ボード」を立ち上げ、
貴地域の会の代表を務められている新野様を始め有識者の方々から助言をいただきな
がら「原子力発電に係るシンポジウム等の運営に係る行動規範」を策定しました。こ
の中で、「広聴」が重要であること、分かりやすい説明など説明方法、幹部職員のリーダー
シップなど組織としての取り組みのあり方等についての規範を定めました。
今後も、当院の広聴・広報活動については、アドバイザリー・ボードの委員の助言
を頂きながら、改善に努めてまいります。
本年４月以降、原子力規制は、新しい組織に移行することとされ、今国会に関連法
案が提出されています。新組織の設立は内閣官房において行われていますが、新組織
において、保安院におけるリスクコミュニケーションも含めた、これまでの様々な問
題点と教訓を踏まえた対応が適切になされるよう、新たな規制機関の設立に向け、保
安院としても最大限努力をして参ります。

記

○原子力安全委員会においては、東京電力株式会社福島第一原子力発電所において重大な事
故が発生し多くの地元住民の皆様が長期間の避難生活を余儀なくされていることを重く受
け止め、このような事故を 2 度と起こすことのないよう外部専門家や自治体関係者等の意
見を伺いつつ、今回の地震及び津波に関する知見、同事故からの教訓、及び国際的な考え
方を踏まえつつ、耐震設計審査指針及び防災指針等の指針類の見直し、シビアアクシデン
トへの対応方針の検討等を行っているところであり、年度末を目途に論点等を整理する予
定です。また透明性の確保については、毎回原子力安全委員会の会議開催後に、原子力安
全委員長等による記者ブリーフィングを実施し、各種の検討過程の資料・議事録について
も迅速にホームページを用いて公開しております。

○新年度に発足する予定の新しい規制組織の内容の詳細等につきましては、内閣官房原子力
安全規制組織等改革準備室を中心に検討中ですので、そちらにご確認いただければと存じ
ます。

平成24年3月7日

原子力発電所の安全・防災対策について（回答）

資源エネルギー庁

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会 御中

平素より原子力行政にご理解・ご協力頂き、ありがとうございます。平成 24 年 1月
25日付でご要望頂きました標記について、次のとおり回答致します。
【　要望　】
理解と合意のためには、関係者相互が、経過を含め情報共有することが不可欠と考
えます。原子力に関する国の情報は、事実を速やかに公表し経過を共有して下さい。
事業者に対してもその旨を徹底して下さい。
【　回答　】
原子力政策を進めていくにあたって、国民と地域社会に対して原子力政策の立案・
決定過程などの透明性を確保することは不可欠だと考えています。
このため、資源エネルギー庁においては、今後のエネルギー政策を議論・検討して
いる総合資源エネルギー調査会（経済産業大臣の諮問機関）について、資料や議事録
をホームページに掲載するとともに、その実況をリアルタイムでインターネット視聴
可能とするなど、速やかな情報提供と検討経過の透明性の確保に努めています。
今後、国自身が適切な情報提供に努めるとともに、事業者に対しても、関係者に対
し適切な情報提供を行うよう指導して参ります。

私どもの考え

１原子力発電所の運営はもとより、原子力の研究、開発及び利用を進めるにあたっては、国
民や原子力施設の立地地域社会の理解と信頼が大前提と認識しています。この認識に基づ
いて、国や事業者等の原子力関係者には、施設の安全対策等の施策については、その決定
過程において国民とりわけ施設立地地域住民の多様な意見や要望を理解し、決定内容に反
映させるとともに、その実施段階において、取組の状況について監査結果等も含めて皆様
に説明して、ご意見を踏まえて取組の改良改善を図っていくべきと申し上げてきています。
なお、今後は、原子力施設の安全規制行政は、新たに発足する予定の原子力規制庁が担当
しますが、この方針を遵守していただけるようお願いしていく所存です。

２原子力委員会は、核物質防護等の機微情報を扱う議題や人事案件などを審議する場合以外
は、全ての会議を公開し、会議終了後は資料や議事録をホームページ上に速やかに公開す
るように努めています。また、原子力関係機関に対しても、そうした原則に則って、国民
へ情報を提供し、相互理解を図るよう求めてきています。

３原子力発電所の安全対策等は、科学技術的な考察に基づいて設計され、評価され、実施さ
れるものです。そうした作業に関与する専門家の間では技術用語を用いることが効果的で
効率的な意見交換を可能にすることが多いと思われますが、その決定過程に国民の参加を
求めるためには、その内容が平易な日本語で説明されるべきは当然であり、委員会は関係
者にそのような取組の重要性を指摘してきました。これからも絶えず、このことの重要性
を指摘していきます。

４原子力規制庁の発足に係る法律の改正案等は、既に国会に提出されており、今後、審議が
行われると認識しています。原子力委員会は、原子力施設の潜在的な危険性の大きさを十
分に踏まえて行われるべき安全規制活動に不十分な点があったことが今回の事故の根本原
因の一つと認識し、新たに発足する原子力規制庁がより高い独立性、専門性、透明性を備
えた絶えず安全を高めることを目指す組織となることを期待しています。

平成24年3月7日現在の回答書を掲載
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日時：平成 24 年 6月 6日（水）午後 7：00～
場所：柏崎原子力広報センター（研修室）
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ホームページでは活動状況をタイムリーにお知らせすると共に、会議録、会議資料の全文を公開しており、
資料をダウンロードすることもできます。また、ホームページおよび地域の会に対するご意見・お問合
わせについて、ホームページ上からも受け付けています。

※開催日時や場所は変更になる場合がありますので、
　詳しくは事務局にお問い合わせ願います。

今後の｢地域の会｣定例会の開催案内

地域の会ではホームページで活動の全てを公開しています。

日時：平成 24 年 5月9日（水）午後 7：00～
場所：柏崎原子力広報センター（研修室）

第107回定例会

会は公開で行われています。
　傍聴はお気軽にお越し下さい。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
１
〜
４
号
機
に
対

す
る
「
中
期
的
安
全
確
保
の
考
え
方
」
に
関

す
る
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
･
保
安
院
へ

の
報
告
に
つ
い
て
（
そ
の
２
）
公
表

２
号
機　

主
排
気
筒
の
定
例
サ
ン
プ
リ
ン
グ

に
お
け
る
微
量
な
放
射
性
物
質
の
検
出
に
つ

い
て
公
表

新
潟
県
、
柏
崎
市
、
刈
羽
村　

安
全
協
定

に
基
づ
く
状
況
確
認

１
号
機　

保
安
検
査
に
お
け
る
指
摘
事
項
に

つ
い
て
公
表

津
波
堆
積
物
調
査
に
関
す
る
調
査
地
点
の
追

加
に
つ
い
て
公
表

５
号
機
の
保
全
計
画
の
届
出
に
つ
い
て
公
表

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
１
〜
４
号
機
に
対

す
る
「
中
期
的
安
全
確
保
の
考
え
方
」
に
関

す
る
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
･
保
安
院
へ

の
報
告
に
つ
い
て
（
そ
の
３
）
公
表

新
潟
県 

技
術
委
員
会
電
子
会
議
室
「
東

京
電
力
の
福
島
事
故
調
査
報
告
書
（
中
間

報
告
書
）
に
つ
い
て
」

「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
･
事
故
の
収
束

に
向
け
た
道
筋
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
公

表福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
１
〜
４
号
機
の
廃

止
措
置
等
に
向
け
た
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
公

表新
潟
県 

第
3
回
新
潟
県
防
災
会
議
原
子

力
防
災
部
会
開
催

新
潟
県 

全
国
知
事
会
か
ら
「
我
が
国
の
原

子
力
発
電
対
策
に
対
す
る
国
へ
の
提
言
」
に

つ
い
て
国
へ
要
請

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
、
福
島
第
二
原
子

力
発
電
所
お
よ
び
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電

所
の
「
原
子
力
事
業
者
防
災
業
務
計
画
」

の
修
正
な
ら
び
に
届
出
に
つ
い
て
公
表

九
州
電
力
株
式
会
社
玄
海
原
子
力
発
電
所

４
号
機
二
次
系
配
管
に
係
る
協
力
事
業
者
に

よ
る
溶
接
事
業
者
検
査
の
一
部
未
実
施
を
踏

ま
え
た
指
示
文
書
の
受
領
に
つ
い
て
公
表

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
初
動
対
応

に
つ
い
て
公
表

保
安
院 

緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ

Ｒ
Ｓ
Ｓ
）
の
プ
ラ
ン
ト
情
報
表
示
シ
ス
テ
ム
停

止
及
び
復
旧

保
安
院 

Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
に
異
常
等
が
発
生
し
た

場
合
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て
独
立
行
政
法

人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
（
Ｊ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
）
に

指
示

12
月
8
日

9
日

13
日

15
日

16
日

21
日

22
日

30
〜
31
日

1
月
4
日

1
月
6
日

10
日

11
日

13
日

16
日

18
日

19
日

20
日

23
日

24
日

25
日

1
月
25
日

27
日

1
月
30
日

31
日

2
月
1
日

※

号
機
の
み
の
記
載
は
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
分

※

詳
細
は
、各
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

色
は
行
政
の
動
き　

■ 

色
は
東
京
電
力
の
動
き

http://www.tiikinokai.jp

事務局：公益財団法人 柏崎原子力広報センター 〒945-0017新潟県柏崎市荒浜1丁目3番32号
TEL 0257-22-1896　FAX 0257-32-3228　E-mail info@tiikinokai.jp

編
集
後
記

新
潟
県 

全
国
知
事
会
か
ら
「
災
害
廃
棄

物
の
広
域
処
理
に
係
る
環
境
整
備
」
に
つ
い

て
国
へ
要
請

新
潟
県 

原
子
力
安
全
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
開
催

新
潟
県
、
柏
崎
市
、
刈
羽
村　

安
全
協
定

に
基
づ
く
状
況
確
認

保
安
院 

Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
に
異
常
等
が
発
生
し
た

場
合
に
お
け
る
Ｊ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
の
対
応
報
告
を
受

領保
安
院 

１
号
機
及
び
７
号
機
の
耐
震
安
全

性
評
価
報
告
書
の
内
容
を
確
認
、
妥
当
と

判
断

保
安
院 

１
号
機
及
び
７
号
機
に
お
け
る
安

全
性
に
関
す
る
総
合
評
価
（
一
次
評
価
）
の

結
果
（
報
告
）
を
受
理

新
潟
県 

全
国
知
事
会
か
ら
「
災
害
廃
棄

物
の
広
域
処
理
に
係
る
環
境
整
備
」
に
つ
い

て
国
へ
要
請

１
号
機
及
び
７
号
機
の
安
全
性
に
関
す
る
総

合
評
価
（
一
次
評
価
）
結
果
の
経
済
産
業
省

原
子
力
安
全
･
保
安
院
へ
の
報
告
に
つ
い
て

公
表

新
潟
県 

原
子
力
安
全
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
開
催

保
安
院 

外
部
電
源
の
信
頼
性
確
保
に
係
る

開
閉
所
等
の
地
震
対
策
に
つ
い
て
追
加
指
示

原
子
力
発
電
所
等
の
外
部
電
源
の
信
頼
性

確
保
に
係
る
開
閉
所
等
の
地
震
対
策
に
関
す

る
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
･
保
安
院
か

ら
の
追
加
指
示
の
受
領
に
つ
い
て
公
表

保
安
院 

協
力
事
業
者
に
よ
る
溶
接
事
業

者
検
査
に
つ
い
て
未
実
施
項
目
が
無
い
と
の

報
告
を
受
領

５
号
機　

定
例
の
動
作
確
認
試
験
に
お
け
る

制
御
棒
１
本
の
動
作
不
良
に
つ
い
て
公
表

九
州
電
力
株
式
会
社
玄
海
原
子
力
発
電
所

４
号
機
二
次
系
配
管
に
係
る
協
力
事
業
者
に

よ
る
溶
接
事
業
者
検
査
の
一
部
未
実
施
を
踏

ま
え
た
調
査
結
果
の
経
済
産
業
省
原
子
力
安

全
･
保
安
院
へ
の
報
告
に
つ
い
て
公
表

政
府
･
東
京
電
力
中
長
期
対
策
会
議　

第

２
回
会
合
「
東
京
電
力
（
株
）
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
１
〜
４
号
機
の
廃
止
措
置
等
に

向
け
た
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
進
捗
状
況
（
概

要
版
）」
公
表

５
号
機
の
定
期
検
査
開
始
に
つ
い
て
公
表

１
号
機　

海
側
屋
外
に
お
け
る
け
が
人
の
発

生
に
つ
い
て
公
表

｢

み
ん
な
の
広
場｣

へ
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

｢原子力発電所に関すること｣｢地域の会に
対するご意見、要望、提言｣など
６００字程度
郵送、FAX、電子メール、等で下記｢地域
の会｣事務局宛にお送り願います。
お名前と顔写真を掲載させて頂きます。
詳細等お問い合わせは｢地域の会｣事務局
までご連絡願います。

〈 投 稿 要 領 〉
テ ー マ

文 字 数
投 稿 方 法

そ の 他

　原子力発電に対する思いは、賛成、中立、反対、
また、その思いの強さ等もいろいろな考えをお持
と思います。
　｢地域の会｣では、地域住民の皆様からのご意見
をお待ちしております。

５
号
機
の
原
子
炉
停
止
操
作
実
績
に
つ
い
て

公
表

１
号
機
及
び
７
号
機
の
安
全
性
に
関
す
る
総

合
評
価
（
一
次
評
価
）
結
果
に
係
る
報
告
書

の
誤
り
に
つ
い
て
公
表

保
安
院 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
を
踏

ま
え
た
耐
震
安
全
性
評
価
に
反
映
す
べ
き
活

断
層
の
連
動
性
に
つ
い
て
検
討
を
指
示

平
成
23
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
か
ら

得
ら
れ
た
地
震
動
に
関
す
る
知
見
を
踏
ま
え

た
原
子
力
発
電
所
等
の
耐
震
安
全
性
評
価
に

反
映
す
べ
き
事
項
（
中
間
と
り
ま
と
め
）
に

関
す
る
指
示
文
書
の
受
領
に
つ
い
て
公
表

保
安
院 

５
号
機
に
お
け
る
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
タ

伝
送
の一
時
停
止
を
Ｊ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
が
発
表

５
号
機
の
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
へ
の
プ

ラ
ン
ト
デ
ー
タ
伝
送
の
一
時
的
な
不
具
合
に
つ

い
て
公
表

保
安
院 

５
号
機
及
び
６
号
機
の
耐
震
安
全

性
評
価
報
告
書
の
再
点
検
結
果
に
係
る
報
告

書
受
理

保
安
院 

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
か
ら
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
に

関
す
る
レ
ビ
ュ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
報
告
書
を
受

領５
号
機
及
び
６
号
機
耐
震
安
全
性
評
価
報
告

書
の
再
点
検
結
果
に
関
す
る
経
済
産
業
省
原

子
力
安
全
・
保
安
院
へ
の
報
告
に
つ
い
て
公

表保
安
院 

１
号
機
及
び
７
号
機
に
お
け
る
安

全
性
に
関
す
る
総
合
評
価
（
一
次
評
価
）
報

告
書
の
誤
り
に
つ
い
て
見
直
し
再
提
出
を
口

頭
指
示

４
号
機
に
お
け
る
使
用
済
ハ
フ
ニ
ウ
ム
フ
ラ
ッ

ト
チ
ュ
ー
ブ
型
制
御
棒
の
外
観
点
検
の
終
了

に
つ
い
て
公
表


